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中西友子

第11 回放射能の農畜水産物等への影響についての研究報告会



東京大学農学部における震災復興支援への取組み

災害対策本部
東日本大震災に関する救援・復興支援室

福島県農業総合センター
東京大学

農学生命科学研究科

（１）高放射能の農畜水産物産業への影響
① 作物・穀物

② 家畜・畜産物

③ 土壌・微生物

④ 魚介類、海水

⑤ 放射線測定

⑥ 科学コミュニケーション他

（２）被災地農業回復についての研究開発
① 作物生産・土壌学 ② バイオマス生産

演習林
牧場
生態調和農学機構
（圃場）
水産実験所
食の安全センター
放射性同位元素施設

応用生命化学・工学
生産・環境生物
獣医学
応用動物科学
森林化学
生物環境工学
生物材料科学
水圏生物科学

農学生命科学研究科



魚介類

鳥類

北海道演習
林（富良野）

秩父演習林

生態水文学研
究所（愛知県
瀬戸）

富士癒しの森研究所（山中湖）

千葉演習林（鴨川、君津）樹芸研究所（伊豆下田）

伊達市 飯館村

鮫川村

白河市 南相馬市

笠間市

福島市

郡山市

伊達市：イネ
環境動態

飯館村 ：イノシシ、
（村から要請）水田除染

南相馬市： ブタ、イネ
ダイズ

白河市 ： ヒツジ
鮫川村 ： 果樹、野菜
福島市 ： 果樹
郡山市 ： 穀物・野菜
笠間市 ： ヤギ

野生生物調査



東京大学農学部で進行中のプロジェクト

キノコ

溜池

山林

野生生物

野鳥

果樹 動物体内分布

牧草・家畜間の循環

畑
土壌

水田

加工効果

魚



イギリス： ＢＢＣ 22時ニュース

イギリス： ＢＢＣ 全米向けラジオ放送

ドイツ： ＺＤＦ，Ｓｐｉｅｇｅｌ

6月：Ｒａｄｉｏｉｓｏｔｏｐｅｓ誌 ５報（日本語）⇒8月号掲載

海外での報道

成果の発表2011年



Pipe (Vinyl
chloride)

8.5cm

土壌

土壌深度別γ線測定

NaI
scintillator

lead

2cm

by Prof. S.Shiozawa



福島第一原子力発電所事故後の牧草を給与した

牛の乳における放射性物質濃度
眞鍋昇
李 俊佑 他

野川憲夫
橋本健 他

福島県郡山市の水田および畑作土壌からの

137Cs、134Csならびに131Iの溶出実験

福島県における降下した放射性物質のコムギ
組織別イメージングとセシウム134およびセシウム
137の定量

田野井慶太朗
根本圭介 他

大下誠一 他
低濃度放射性降下物に起因した土壌および
野菜の放射性核種濃度の測定－東京大学大学

院農学生命科学研究科付属生態調和農学機構にお
ける事例－

福島県郡山市の水田土壌における放射性

セシウムの深度別濃度と移流速度
塩沢 昌 他

福島県

農業総合
センター

附属牧場

田無（圃場）

6月時点で纏めた研究成果（8月掲載）

（敬称略） 研究場所



2011年11月19日(1回目） 2012年2月18日（２回目）

イネ

土壌

畜産業

低濃度汚染

鳥

魚加工

キノコ

果樹

福島から

イネ

土壌

乳牛

魚貝類



Ken Ishida et al. 

野鳥：ウグイスの羽



水産練り製品の製造工程

原料魚 洗浄 採肉機 落とし身

水晒し 脱水 裏ごし 生すり身

加塩 擂潰 塩すり身 加熱

冷却 練り製品

Shugo Watabe et al.



森林・河川

市民意識

イネ実験

2012年5月26日（3回目） 2012年9月8日（4回目）

エネルギー作物

イネの品種間差

除染の試み

原種のブタ

果樹

福島から

海水魚

果樹の除染

除染の試み



市民意識

エネルギー作物

イネの品種間差

除染の試み

原種のブタ

果樹

福島から

海水魚

イネによる137Cs吸収の可視化

水 土 水 土
Dr. Natsuko I. Kobayashi



「はずれ値」水田が存在する。

Bq

／
kg

Bq

／
kg

土壌の交換性カリ濃度と
稲の放射性セシウム吸
収との関係
（平成２４年小国地区）

土壌の交換性カリが比較的高く
てもセシウムが吸収された水田

Keisuke Nemoto et al.



2012年12月8日（5回目） 2013年4月20日（6回目）

果樹

家畜飼育

イネ

土壌

キノコ

羊

福島大学

農水省

漁業

除染の試み

生物濃縮



T. Yamada et al.



2013年4月出版
ダウンロードは無料(50ユーロ/冊）

［内容] はじめに（長澤）、緒言（中西）
１章 農学部の取り組み（中西）
２章 コムギなどイメージング（田野井）
３章 イネ栽培（根本）
４章 イネ品種間差 （藤原）
５章 イネのCs吸収実験（小林）
６章 土壌（塩沢）
７章 低レベル汚染（大下）
８章 福島農産物のモニタリング（二瓶）
９章 動物（真鍋）
１０章 魚肉加工過程（渡部）
１１章 魚のCs排出（金子）
１２章 鳥類（石田）
１３章 土壌の除染 （溝口）
１４章 果樹（高田）
１５章 キノコ（山田）
１６章 環境中のCs動態（大手）
１７章 サイエンスコミュニケーション（細野）(敬称略）



vv

溜池
除染の試み

イネ実験

農水省

モニタリング
果樹

ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ

2013年8月10日（7回目） 2013年12月14日（8回目）

社会と大学

コメ全袋検査

循環型畜産業
堆肥汚染

http://www.a.u-tokyo.ac.jp/rpjt/event/20130810.jpg
http://www.a.u-tokyo.ac.jp/rpjt/event/20130810.jpg






2014年6月14日（9回目）

イネ

樹木

ダイズ

土壌

林野庁から

土壌

モニタリングと畑作

畜産業

消費者意識

森林

科学・技術と「いのち」

構造災

イネ

2014年11月9日（10回目）



Date City

福島県伊達市霊山町

上小国川流域
面積 15.6km²

森林集水面積 0.189km2

降水量 437mm (2012/7- 12)

by Prof. N. Ohte

最寄りのアメダスデータ(梁川)
年間953mm(2012年)



被災地復興に向けて

森林―樹木、果樹



アグリコクーン：「農における放射線影響フォーラムグループ（FG6)」

講義＋実習

平成25年度より研究結果を踏まえた教育プログラムを開始

総合科目：「人間・環境」

農業環境と食の安全を対象とした放射性物質動態学

平成2６年度より研究結果を踏まえた教育プログラムを発展

「農業環境」と「食の安全」を対象とした
放射線の教育プログラム

大学院生+α

１・２年生

平成27年：
スウェーデン



おわり

謝辞：パーキンエルマー社
朝日工業株式会社
武蔵エンジニアリング株式会社

これからも継続的に現場に資する調査研究
を続けていこうと思っております。


